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＊会員には、本通信を配布します。 

「人が生きる経営に挑戦」 

㈱和光・代表取締役会長  田中 傳右衛門 

一つの言葉“人を生かす経営”について中小企業家同友会(以下同友会)で、一寸した論議が起きて

います。“人を生かす経営”とは同友会の先達が 40 年以上前に経営者と社員との関係を、中小企業

における労使関係の見解としてまとめた小誌の題名です。それに波紋を投げかけたのは昨年 8 月、

同友会の機関紙“中小企業家しんぶん”に掲載された日本教育学会元会長、大田堯先生の一文です。 

大田先生は、「経営者が上から目線の“人を生かす経営”では本物の会社経営とはならない。社員

に目線を合わせた“人が生きる経営を！”」と投げかけてきたのです。一方では、経営者の仲間達が

「経営者は会社経営に全責任を持っているのだから“人を生かす経営”で良いのではないか」と言

うのです。“企業は人なり”です。 

中小企業家にとって人材教育は事業の継続・発展にとって最も重要な事です。真剣な本物の共育

が求められるのです。それを間近に拝見したのが昨年2月26日に亡くなった鈴木秀一先生のお姿で

す。先生は北海道自由ケ丘学園で生徒さん一人ひとりから「秀さん！」と呼ばれながら国語を教え

ていました。まさしく生徒さんと目線が合った“人が生きる共育”をしていました。それには鈴木

先生の人間に対する大きな愛情があったのだと思います。私たち中小企業経営者もそれに近づき“人

が生きる経営”に挑戦し、本物の社員共育をしていこうと思っています。 

[筆者はNPO自由が丘の副理事長で、(学)共育の森学園再建以来の理事のお一人です。 

北海道中小企業家同友会の役員も長年務められる中で今回のレポートを頂きました] 
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《写真説明》 5月6日 

アウトドア：花見ｳｵｰｷﾝｸ  ゙

近隣の川上りﾊｲｸを数ｷﾛ行った 

先、森林総合研究所の樹木園の 

一角に桜場並木がありました。 

～「外に出てみる科」本年第1回 
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